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【項目評価基準表】

【評価項目】

１　指定管理者の健全性

3 回

～

評価
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平成24年4月1日

指
定
管
理
者
の
健
全
性

施設の設置目的や市が示した基本方針、また、自ら提案した内容に沿った管理運営であったか。
また、団体の財務状況や組織体制は、管理運営実績のある他施設での管理運営状況も踏まえ、良好で、健全か。

3　　特記事項
　　（問題等があった場合に、
　　その内容等を記入）

１
（悪い）

・協定、事業計画が全て実施されない
・管理運営の全てにおいて、市の指導が必要
・市の指導を受けてもなお、全く改善が図られない

指定管理者名 株式会社オーエンス
当該指定管理者の

指定回数

指定期間 令和4年4月1日 令和9年3月31日 5年
当該指定管理者の
管理運営開始日

4
（良い）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上

3
（普通）

・協定、事業計画が予定どおり実施された

2
（劣る）

・協定、事業計画の一部が予定どおり実施されない
・管理運営の一部において、市の指導が必要

主な実施事業

・入浴事業
保科温泉　          営業時間　 午前９時～午後９時（入浴は午前10時から）
若穂老人憩の家　営業時間　 午前９時～午後４時（入浴は午前10時から）
・貸館事業（個室利用）

評価 評価基準

5
（優れている）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上で、指定管理者のノウハウや努力等によるところが特に
大きい

施設概要

旧保科温泉国民宿舎永保荘を平成22年10月１日保科財産区解散により引継ぎ
本館（鉄骨造２階建）：1,292.22㎡、別館（鉄骨造２階建）：1,084.59㎡、
旧本館（木造２階建）：400.74㎡、大広間（鉄骨造２階建）：705.7㎡
個室８（一般5・憩の家３）、大広間（108畳）、中広間（40畳）×２、浴室４（一般２・憩の家２）、会議室

施設設置目的
保科温泉は市民の保養及び健康増進並びに交流の場を提供し、福祉の向上及び地域の活性化を図ることを目的とする。
若穂老人憩の家は、高齢者の心身の健康及び福祉の増進を図ることを目的とする。

基本方針等

指定管理者の創意工夫に基づいた管理運営により、質の高いサービスを利用者に提供するとともに、利用者が世代を超えて交流でき
る、地域に根ざした施設となることを目指す。また、保科温泉は若穂保科地域の観光の拠点として、市民及び観光客が足を運びたいと
思える施設となるよう運営することにより地域の集客力向上を求める。かつ、老人憩の家は地域に根ざした高齢者の拠点となることを
目指す。

施設分類 レクリエーション型 施設利用者圏域 広域施設 一部利用料金制

所管課 観光振興課 高齢者活躍支援課

構成施設

保科温泉

若穂老人憩の家

令和7年度指定管理者適用施設 モニタリング評価調書
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150806

グループ名称 保科温泉、若穂老人憩の家

指定管理者名 株式会社オーエンス 法人番号 5010001039404



２　施設の有効活用 No.

令和6年度 対前年比 評価

47,744 98%

14,263 105%

62 105%

22,576,230 117%

　

　

　

区分

市指定事業

自主事業

３　利用者評価

区分 評価
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サービス維持・
向上の取組み

（広報等）

利
用
者
評
価

内容

利
用
者
要
望
把
握

(1) 利用者要望把握方法 利用者アンケート

3

(2) 調査、会議等の内容

【利用者満足度調査】
・実施期間：令和7年11月1日～11月20日　130名（結果分析については専門業者に委託）
・利用者の属性、利用目的、来訪のきっかけ、利用頻度、参加イベント、交通手段、総合満足度等について調査
・利用者による自記式アンケート、施設職員による無作為配布
【一言カード】
年齢、性別、感想・要望を調査（随時）

(3) 調査、会議等の結果

・利用者満足度調査において、４段階評価で「満足」と「やや満足」の比率の合計が99.2%（前回98.4％）と非常に高い水準を示し
ている。
　※「満足」(79.2%)、「やや満足」(20%)、「やや不満」(1.6%)、「不満」(0%)

利
用
者
か
ら
の
評
価
・

要
望
・
苦
情
等

(1) 良好とする評価

・スタッフの対応
・温泉の泉質
・清掃の行き届き

(2) 苦情・改善等の要望事項

・洗い場が狭い
・他の利用者のマナー

≪対応措置≫

・利用上の注意事項等の館内掲示を徹底した。

事
業
実
施
内
容

協定内容・指定管理者提案 追加事業、未実施事業及び未実施の理由

・温泉の提供
・老人憩の家の運営
［入浴受付業務、はり・マッサージ事業（週２回）、静養室の運営］
・休憩利用（貸館等）
・商品販売（自動販売機、売店等）
・木質バイオマスボイラーの有効活用

・桜まつり
・カラオケお楽しみ会
・歌謡ショー
・健康講座
・七夕飾り
・ロビーコンサート
・書初め大会

【未実施事業及び理由】
①ビンゴ大会
　 参加賞の記念品の価格高騰で自主事業として成り立た
なかった為。
②俳句大会
   募集段階で必要数、必要人数が集まらなかった為。
　（開催参加の要望が薄かった）

（特記事項）
　昨今の物価高騰により、令和７年４月１日より保科温泉の利用料金を値上げ
　（中学生以上４１０円→５００円、小学生２００円→２５０円）

営業収入(指定管理料を除く) 円 20,362,393 23,054,448 26,329,151
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施設利用状況
（利用者数、件

数、稼働率など）

利用区分等 単位 令和4年度 令和5年度 令和7年度

保科温泉(日帰り入浴)利用者数 人 44,197 47,447 46,566

3

老人憩の家利用者数 人 11,388 15,732 14,999

個室利用 件 83 71 65



４　事業収支 No.

評価

項目 金額 金額 項目

利用料金 22,931,000 使用料

指定管理料 21,185,000 雑(納付金)

委託料 行政財産目的外使用料

販売収入等 1,900,000 貸付料

その他収入 その他

利益配分

収入計 46,016,000 0 計

人件費 18,300,000 21,185,000 指定管理料

設備管理費 3,250,000 委託料

備品購入費 2,500,000 需用費

修繕費 800,000 役務費

光熱水費 15,600,000 269,280 使用料・賃借料

事業費 1,714,000 修繕費

事務経費 957,000 7,645,000 工事請負費

本社経費 1,295,000 備品購入費

その他 1,600,000 その他

支出計 46,016,000 29,099,280 計

指定事業損益 0

0

収入 60,000

支出 40,000

自主事業損益 20,000

損益 差引

５　管理運営全般 　※ すべて　　　で、「３」。「４」「５」とする場合は、評価理由欄に理由を記載してください。

区分 チェック欄 評価
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経理
1 施設の管理運営に係る収支の内容や、指定管理料、利用料金等の取扱いは適切に行われたか

2 収支内容等を記載した帳簿を整備しているか

施設・備品の
維持管理

1 必要とされている保守、点検、清掃、保安、警備等、必要な維持管理業務が確実に行われたか

2 備品はⅠ種、Ⅱ種を明確にし、それぞれ台帳、目録等を整備の上、管理が適正に行われたか

3

配置実績
（うち市内雇用職員数）

統括責任者１名　受付業務責任者１名　受付職員６名　維持管理業務責任者１名　清掃職員２名
※市内在住者１０名

2 専門性を備えた職員、有資格者が必要に応じて配置されているか

3 労働関係法令を遵守し、職員の適正な労働条件を確保しているか

4 職員の資質・能力向上を図り、施設を適切に運営するための取組みや研修がなされたか

1 特定の団体や個人に偏らない、公平・公正な、透明性の高い運営がなされたか

2 使用許可、減免等の事務手続きが適切に行われたか

人件費比率【人件費(賃金等)／令和7年度指定管理者事業支出】(支出に占める人件費の割合) 38.8%

本社経費が、計画額と実績額で異なる理由

管
理
運
営
全
般

確認内容

職員配置

1 施設管理運営に必要な人員が、適正で有効に配置されているか

平等利用

セルフモニ
タリング等

1 日常的、定期的に業務の点検、監視が行われたか

2 事業計画・報告書、予算書・決算書や、施設の利用状況などの定期報告、点検・検査結果報告などが遅滞なく提出されたか

20,000 -871,280 -29,099,280 -25,752,200

指定事業損益 -862,348

-862,348

自主
事業

収入 60,800

支出 69,732

利益配分

支出計 48,315,699 計 25,752,200

指定
事業

利用料金 24,760,810

自主事業損益 -8,932

その他 1,889,789 その他

事業費

光熱水費 17,754,922 使用料・賃借料 112,200

3,274,867 委託料 220,000

備品購入費 2,098,260 需用費

本社経費 1,295,000 備品購入費

1,046,414 修繕費 770,000

事務経費 1,263,309 工事請負費 3,465,000

人件費 18,741,275

歳出

指定管理料 21,185,000

設備管理費

修繕費 951,863 役務費

販売収入等 1,507,541 貸付料

その他収入 その他
歳入

使用料

指定管理料 21,185,000 雑(納付金)

収入計 47,453,351 計 0

33

事業収支
（単位：円）

指定管理者収支（令和7年度） 市の収支

年度計画額 収支実績額 令和7年度決算 令和6年度決算（前年度）

3

項目 金額 項目 金額

委託料 行政財産目的外使用料

利益配分

利益配分を除く

指定事業損益

利益配分を除く

指定事業損益



６　危機管理体制 No.

区分 チェック欄 評価

個人情報保護

７　地域連携

評価

【総合評価】

評価

3

3

3

3

3

3

3

次年度の目標・
取組み等

（施設所管課）

・引き続き、故障による突発的な休館が発生しないように、計画的に修繕を実施していく。
・施設利用者数増加のため施設の有効活用について指定管理者と協議していく。

33-4

総
合
評
価

評価項目 得点 総合評価

指定管理者の健全性 6
合計得点

施設の有効活用 12

利用者評価 12

60
事業収支 12

管理運営全般 6

危機管理体制 6

地域連携 6

評価理由

・保科温泉について、令和７年４月１日より実施した料金改定により前年比１０％程度の利用者減を見込んでいたが、３％減に留めて
おり、施設全体において利用料金収入が前年より１８％ほど増加していることから、着実に運営できていると評価する。
　一方で、新規利用者の獲得に向けた具体的な取組は十分に見受けられない。今後は、新たな事業の実施や魅力向上につながる企画
の展開など、利用者層の拡大を図るための積極的な施策について検討されることを期待したい。

・若穂老人憩の家についても15,000人ほどの利用があり、利用者の満足度も高いことから、地域に根差した運営ができていると評
価する。

取組み・改善案等
（施設所管課）

前年度からの課題 改善状況 改善案等（改善されていない場合）

施設の老朽化による臨時休館等が発生し
ないよう計画的な修繕を実施していく。

・本館ロビー空調設備更新工事を実
施した。

・指定管理者とモニタリング等を通
じて情報共有を密にとることで、臨
時休館の発生を防ぐことができた。

地
域
連
携

地域の声を聞く体制や、協働で地域貢献ができる運営であったか。市内雇用や市内事業者から物品を購入する等、地域を活用した管理運営
であったか。障害者就労施設等からの物品及び役務の調達に努めたか。

3

協定内容・指定管理者提案 追加された内容、未実施の内容及びその理由

・自主事業や利用者数向上のために、積極的に地元地区のイベント協賛や地元
消防の協力を得て職員の安全教育（防災訓練・ＡＥＤ研修）、安全で利用しやす
い施設づくり。
・地元雇用を率先。
・障害者就労支援施設アトリエＣＯＣＯよりトイレットペーパー等の衛生商品の
調達。

1 防犯、防火などの対策、体制が適切であったか

2 防災訓練など、必要な訓練が実施されたか

緊急時対
応、体制

1 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか

2 必要な保険に加入するなど、利用者などからの損害賠償請求への対応措置が講じられているか

危
機
管
理
体
制

確認内容

安全対策

1 危機管理マニュアルなどが整備されているか

3

2 危機管理マニュアルなどの内容が職員に周知されているか

3 常に、日常の事故防止などに注意を払っているか

1 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切であったか

防犯、防災
対策

　※ すべて　　　で、「３」。１ヵ所でも空欄の場合は「１」。「４」「５」とする場合は、
     評価理由欄に理由を記載してください。
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No.

　① 評価理由

・第三者委託利用者満足度調査にて、「満足」「やや満足」が99.2％と高評価を頂いた。

　② 次年度以降の取組み

・施設の維持管理を適切に行い、利用者に快適な空間を提供する。
・高騰する光熱水費に対し、省エネに努める。
・物価高の影響が予想される為、施設で使用する消耗品（維持管理・事務）を含め、経費削減に努める。

33-5

　③ その他

(ア) 防犯対策
・多くの市民が利用する一方、内部で現金や個人情報を取扱う施設を運営するに当たり、犯罪被害に遭わないための防犯対策に万全を期した。
・職員巡回による監視・声掛けで施設環境の維持に最大限の努力を払うことで、施設全体の予防安全を強化し、「安全な施設づくり」に取り組んだ。
(イ) 防災対策
・防災、防火の面で経験豊かな消防出身の責任者により消防法遵守、徹底した危機管理の下、施設運営及び消防訓練を行ってきた。
・市の関係部署・消防・警察・病院等、連絡先の一覧を事務所内に分かりやすく掲示し、有事の際には、職員による迅速・的確な一次対応・通報を行う準備を整
えてきた。
・職員による施設巡回時に避難経路上の障害物の有無や防火扉等の動作確認を行うほか、年２回の避難訓練を実施した。
(ウ) 個人情報保護について
・「個人情報管理規定」を策定している。
・「個人情報保護方針」に加え、個人情報を取扱う上の詳細なルール事項である「個人情報管理規程」を策定するとともに、全職員から「個人情報管理規程」を
遵守する旨の誓約書の提出を求めている。
・年２回、現場職員に対して個人情報保護やコンプライアンスに関するテストを抜き打ちで行った。

(2) 指定管理者業務実施上の課題

会議室の空調設備が故障中の為、自主事業の開催に影響がでてしまう。高齢者の参加率が高い為、夏季の開催は扇風機・サーキュレーター等の使用やその日
の気温等で慎重に判断を行う必要がある。

(3) 総合評価 評価基準
【A】計画や目標を大きく上回る　【B】計画や目標を上回る　　　【C】計画や目標どおり
【D】計画や目標を下回る　　　　【E】計画や目標を大きく下回る

指定管理者
自己総合評価 C

指定管理者自己評価

(1) 今年度の取組みに対する評価

　① サービス向上に向けての取組み

  (ア）主催事業（教室・イベント事業）の運営について
　  ・利用者の声、地域性を考慮して計画・実施した。
　  ・ロビーに主催事業の案内やイベントカレンダーを掲示した。また、職員による積極的な声掛けにより利用者のサービスと集客に努めた。
 (イ)売店の品ぞろえを増やした。
 (ウ)地元の農作物・物産を販売した。

　② 業務の効率化に対する取組み

  (ア)セルフモニタリングにつきましては４半期ごとに業務自己評価表を作成した。
  (イ)第三者機関にモニタリング調査を委託し、利用者の満足度を調査した。（市へ報告済み）
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